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評価項目 

6-1-1 子どもや母親等に対してサービスの情報を提供している 

サブカテゴリー解説 （母子生活支援施設） 
 

サブカテゴリー１．サービス情報の提供 

 

 

 

 

 

【 解説 】 

このサブカテゴリーは、事業者が利用者等（今後サービスを利用する可能性のある都民も含む）に

対していかにサービス内容に関わる情報を提供しているのかを評価する項目です。 

情報の非対称性という言葉で説明されるように、一般的に福祉サービスの利用者は、情報が少なく、

不利な立場に置かれがちですが、利用者と事業者の対等な関係のもとに構築される新たな時代の福祉

サービスにおいて、利用者に対する情報提供は大きな意味をもっています。 

母子生活支援施設の利用は行政機関との契約によるものになっていることから、子どもや母親へ向

けた情報提供という視点は重要です。しかし、母子生活支援施設の役割から、子どもや母親自らが事

業者の情報を見て選択するというよりも、母子自立支援員等への相談を経て利用にいたることが多い

のが現状です。そのため、子どもや母親が施設を選択するための情報提供という考え方よりも、適切

な施設運営に向けて組織の透明性や信頼性を高めていくという面において重視されます。 

また母子生活支援施設の特徴として、利用するのは母子であり、母子生活支援施設における「利用

者」とは、共に利用する母親と子どもの両方を指します。 

ここでは、子どもや母親に対してだけでなく、サービス選択のための情報提供や相談業務にあたる

関係機関等への情報提供や説明も評価の対象になります。 
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■評価項目６－１－１ 

「子どもや母親等に対してサービスの情報を提供している」 

 

【 評価項目のねらい 】 

この項目では、当該施設が子どもや母親に対して、提供するサービスを利用するための事前情報と

して、どのような内容を、どのように提供しているのか、また、子どもや母親等のニーズを考慮した

情報提供を行っているのかを評価します。 

パンフレットやホームページの存在自体が評価項目のねらいなのではなく、子どもや母親の特性や

情報活用方法を念頭におき、提供内容や方法に工夫がされ、わかりやすいものになっているかについ

て評価します。 

母子生活支援施設は契約施設ですが、母子保護の実施は行政機関によって決定され、その決定に基

づいた行政機関との契約という形になります。利用施設を選ぶという視点で申し込みをする子どもや

母親はほとんどいないため、情報提供の対象には行政機関も子どもや母親と同じように位置づけられ

ます。施設の特性からも広く情報を提供することが子どもや母親の保護の視点等から馴染みにくく、

子どもや母親に対しての情報は行政機関を通して提供されることが多いため、行政機関との連携は重

要です。 

さらに、ほぼ入所が決定している子どもや母親に対しては、見学等により実際のサービスがどのよ

うに提供されているのかなど、子どもや母親の必要とする情報を具体的に提供しているのかについて

も評価します。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１. 子どもや母親の特性を考

慮し、提供する情報の表記や内

容をわかりやすいものにして

いる 

・施設に『入所する可能性のある子どもや母親の特性を考慮』し、その『子

どもや母親に合った形で、提供する情報内容を工夫しているか』を確認す

る。 

□２.事業所の情報を、行政や関

係機関等に提供している 

・施設に『入所する可能性のある子どもや母親の情報入手ルートや実態を

考慮』し、その『状況にあった関係機関等への情報提供を行っているか』

を確認する。 

・母子保護実施の決定機関となる『行政等関係機関に対し』て、『子どもや

母親の状況にあった情報』を提供しているか確認する。 

・ここでいう「関係機関等」は、児童相談所、子ども家庭支援センター、

保育園、学校、警察、保健・医療機関、ＤＶの保護支援を行っているＮＰ

Ｏ法人等を指す。 

□３. 子どもや母親の問い合わ

せや見学の要望があった場合

には、個別の状況に応じて対応

している 

・この項目で示す「個別の状況」とは、見学者の希望（時間帯や知りたい

内容）についてだけではなく、現在サービスを利用している子どもや母親

や施設のその時々の状況を指している。 

・当該施設が提供するサービスを『利用を予定している子どもや母親の特

性を考慮』し、その『要求している事柄への個別対応』と『その時々の施

設の状況を考慮して対応しているか』を確認する。 

 

【 留意点 】 

○ 効果的な情報提供方法のひとつとして、入所している子どもや母親の紹介記事や写真掲載、ビデ
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オ等の作成はリアリティもあり、有効な手段となる可能性があります。その場合には、被写体とな

る子どもや母親のプライバシー保護を十分考慮し、子どもや母親に不利益が及ばない方策が必要で

す。また、子どもや母親の写真を掲載する場合は、肖像権への配慮が必要です。 

○ 施設としての見学等への対応や考え方に基づき、現在入所している子どもや母親への配慮を行い

つつ、有効な見学等が実施されていることが求められています。 

○ 外国籍の子どもや母親が入所する場合もあり、そうした場合にどのように情報提供を行うかにつ

いても工夫が必要です。 
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評価項目 

6-2-1 サービスの開始にあたり子どもや母親に説明し、理解を得るようにしている 

6-2-2 サービスの開始及び終了の際に、環境変化に対応できるよう支援を行っている 

サブカテゴリー２．サービスの開始・終了時の対応 

 

 

 

 

 

【 解説 】  

このサブカテゴリーは、サービスの「利用開始当初」や「終了時」の利用者に対して、事業者がど

のような対応をしているのかということを評価する項目です。 

 福祉サービスにはさまざまな形態がありますが、いずれの場合でも、利用に際して利用者に対する

十分な説明と子どもや母親が納得したうえでの同意確認が重要になります。 

特に入所時には、子どもや母親に環境の変化による影響が予測されることから、その点についての

きめ細かい対応も求められます。 

 また、さまざまな事由による退所時においても、関係機関との連携等を通じて、子どもや母親の生

活の継続性に配慮した対応をしているかどうかが問われます。 
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■評価項目６－２－１ 

「サービスの開始にあたり子どもや母親に説明し、理解を得るようにしている」 

 

【 評価項目のねらい 】 

この項目では、入所当初の子どもや母親に対して、どのようにサービスや支援の内容を伝え、説明

し、子どもや母親の同意を得ているのかを評価します。 

情報の説明にあたっては、周知すべき重要事項が精査されたうえで、母親と子ども一人ひとりの状

況に配慮した対応をしているか、また判断能力が十分でない（または日本語が母国語でない）子ども

や母親に対する説明や同意確認がどのように行われているかについても視野に入れる必要があります。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１.サービスの開始にあたり、

施設の基本的ルール（約束ご

と）、権利擁護の取り組みをは

じめとした重要な事項等を子

どもや母親の状況に応じて説

明している 

・入所時の子どもや母親に対し、『子どもや母親が理解できるような』、『基

本的ルール、権利擁護の取り組みをはじめとした重要事項等をどこまで、

どのように伝えているのか』、また『説明方法を工夫しているか』を確認す

る。 

□２.サービス内容について、子

どもや母親の同意を得るよう

にしている 

・入所時の子どもや母親に対し、『施設のサービス内容・支援等に関する情

報』を『組織としてどのように伝達することが重要と考えているか』、単に

説明をするのみでなく、『子どもや母親の同意を得るための手段を講じ』、

『実施しているか』を確認する 

□３.サービスに関する説明の際

に、子どもや母親の意向を確認

し、記録化している 

・入所時の子どもや母親に対し、『施設が定めているルール・重要事項等に

対する子どもや母親等の意見・要望・質問等』を『どのような方法で把握』

し、『その情報を記録しているか』を確認する。 

 

【 留意点 】 

○ 重要な事項については、社会福祉法等で定められている書面等の内容に限定して考える必要はあ

りません。各施設が、独自に実施しているわかりやすい情報提供の内容及び方法の工夫を評価する

ことが必要です。 

○ 判断能力が十分でない（または日本語が母国語でない）子どもや母親の場合、詳細な事項を説明

し納得を得ることは難しい場合もありますが、施設で生活する子どもや母親に対し、日常生活の内

容や施設における基本方針、ルール等をわかりやすく伝えることが求められています。 

○ 母子生活支援施設は児童福祉施設ですが、利用者としては母親に目が行きがちです。入所の経緯、

入所後の生活など、子どもに対してもわかりやすく伝えることが求められています。 
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■評価項目６－２－２ 

「サービスの開始及び終了の際に、環境変化に対応できるよう支援を行っている」 

 

【 評価項目のねらい 】 

この項目では、子どもや母親が環境の変化などにより、心身に受ける影響を緩和するための支援や

子どもや母親が新たな環境に馴染めるような配慮などを評価します。 

また、母子保護の実施の変更も含め、子どもや母親が施設を退所する場合の子どもや母親の不安を

軽減し、継続的な支援が得られるような取り組みをしているかを評価します。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１.サービス開始時に、子ども

や母親の支援に必要な個別事

情や要望を決められた書式に

記録し、把握している 

・『支援を開始する際に必要な一人ひとりの個別事情や要望』を、『施設が

定めた一定の様式を使用』し、『記録』し、『把握しているか』を確認する。 

□２.利用開始直後には、子ども

や母親の不安やストレスが軽

減されるように支援を行って

いる 

・入所直後の子どもや母親が感じる不安やストレスは一人ひとり異なり、

その対応も個別に行うことが求められる。 

・入所直後の子どもや母親の不安やストレスへの対応として、『不安やスト

レスの把握の方法や工夫』と、『それぞれの状況に合った対応をどのように

行っているか』を確認する。 

□３.入所以前の生活習慣等をふ

まえた支援を行っている 

・さまざまな生活状況にいた子どもや母親に対して、『入所する以前の生活

習慣や価値観をどのように把握、理解』し、『子どもや母親にとって望まし

いサービスを段階的に検討』し、『支援しているか』を確認する。 

□４.サービスの終了時には、子

どもや母親の不安を軽減し、退

所後の支援の継続性にも配慮

している 

・子どもや母親のさまざまな事由による退所時には、これまでと同水準の

支援を維持できるのか等の一人ひとりの子どもや母親の不安に対し、『一人

ひとりのニーズや状況に合ったアドバイスや関係機関との連携』が『どの

ように行われているか』を確認する。 

 

【 留意点 】 

○ 子どもや母親の状況によっては、これまでの生活習慣が必ずしも好ましいものと限らない場合も

あります。しかし、好ましい生活習慣を子どもや母親が獲得するためには、子どもや母親自身の納

得が重要になります。その基盤として、これまでの生活の実態を把握することが求められます。 

○ ＤＶや複雑な家庭環境など困難な要因によって入所する子どもや母親もあり、母子生活支援施設

には子どもや母親を取り巻くさまざまな背景を理解したうえで、サービスを提供することが求めら

れています。 

○ 契約の終了は、期間の満了によるものと母子保護の実施の解除によるものがあります。決定機関

による母子保護の実施の解除が決定されることもあり、子どもや母親の意向に反する決定の場合は

母子生活支援施設での退所時の対応が困難になることがあります。 

○ 母子生活支援施設は、退所後の子どもや母親へのアフターケアを事業として実施しているものが

あります。これらの評価は、「サブカテゴリー４.サービスの実施」において行うものとし、この評

価項目では、退所時の手続きについて評価します。 
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○ 入所時には、子どもや母親を温かく迎える準備をするなど様々な工夫を凝らし、受け入れについ

て施設全体で取り組むことが大切です。 
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サブカテゴリー３．個別状況に応じた計画策定・記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 解説 】 

このサブカテゴリーは、利用者の個別状況を踏まえたうえで、利用者支援の基礎となる自立支援計

画をどのように策定しているのか、利用者一人ひとりに合った支援を提供するためにどのような工夫

を施しているのか、個別対応に関する情報をどのように記録し、職員間で共有化しているか等、利用

者一人ひとりの状況に応じた計画策定・記録の実施がどのように行われているかを評価します。 

 

評価項目 

6-3-1 定められた手順に従ってアセスメントを行い、子どもや母親の課題を個別のサービ

ス場面ごとに明示している 

6-3-2 子どもや母親の希望と関係者の意見を取り入れた自立支援計画を作成している 

6-3-3 子どもや母親に関する記録を適切に作成する体制を確立している 

6-3-4 子どもや母親の状況等に関する情報を職員間で共有化している 
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■評価項目６－３－１ 

「定められた手順に従ってアセスメントを行い、子どもや母親の課題を個別のサービス場面ごと

に明示している」 

 

【 評価項目のねらい 】 

 この項目では、子どもや母親への個別対応にあたって、心身状況や家族関係を含む生活環境等の子

どもや母親に関わる情報や要望をどのように把握し、個別の課題として明確化しているかを評価しま

す。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１. 子どもや母親の心身の状

況や生活状況等を、組織が定め

た統一した様式によって記録

し把握している 

・個別の計画の基礎となる『子どもや母親の心身状況や生活状況等の情報』

を『記入する様式を組織として定め』、『記録し、把握しているか』を確認

する。 

□２. 子どもや母親一人ひとり

のニーズや課題を明示する手

続きを定め、記録している 

・子どもや母親一人ひとりに合ったサービス提供を行うために、『個別のニ

ーズ・課題の把握』を『組織としての一貫したプロセス』で行い、その『経

過等を記録しているか』を確認する。 

□３.アセスメントの定期的見直

しの時期と手順を定めている 

・『子どもや母親の状況や変化』を『タイムリーに把握』するための『組織

としての一貫したプロセスが定められているか』を確認する。 

 

【 留意点 】 

○ ここでは「アセスメント」を、「福祉サービスを利用する利用者に関わる情報収集とその分析及び

課題設定というプロセス」として捉えています。各々のニーズや課題を明確にし、子どもや母親の

個別状況に応じた適切なサービス提供を実施するために、不可欠な過程であるといえます。 
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■評価項目６－３－２ 

「子どもや母親の希望と関係者の意見を取り入れた自立支援計画を作成している」 

 

【 評価項目のねらい 】 

 この項目では、子どもや母親に対する個別の自立支援計画の作成・見直し状況について評価します。

子どもや母親一人ひとりに合ったサービスを提供するためには、子どもや母親の希望・意向を尊重し、

子どもや母親と施設の双方で納得性の高い計画作成や見直しを行うことが求められます。子どもや母

親の納得、同意を得るための取り組みや関係者の意見収集がどのように行われているのかを評価しま

す。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１.計画は、子どもの最善の利

益を第一に、子どもや母親の希

望を適切に反映して作成、見直

しをしている 

・子どもや母親一人ひとりに合った、納得性の高いサービスを提供するた

めに、自立支援計画作成の過程で、『これからの生活に関する子どもや母親

本人の意向や希望』を『どのように把握』し、『本人の意向や希望を尊重し

た作成や見直しをしているか』を確認する。 

・子どもの最善の利益を最優先と考え、計画を作成しているかを確認する。 

□２.計画を子どもや母親にわか

りやすく説明し、同意を得るよ

うにしている 

・子どもや母親本人が、自分自身の計画を理解し、納得して支援を受ける

ために、『子どもや母親一人ひとりの状況に合った説明方法を工夫し、』『子

どもや母親の同意を得るようにしているか』を確認する。 

□３.計画は、見直しの時期・手

順等の基準を定めたうえで、必

要に応じて見直すとともに、緊

急に支援内容を変更する必要

が生じた場合の対応や計画変

更のしくみを整備している 

・子どもや母親一人ひとりに合ったサービス提供を継続して実施するため

に、『作成した計画の見直しに関する必要性を組織として検討』し、『具体

的な時期や手順』、『参画するメンバー構成などの基準』等を『明確に定め

ているか』、また『その基準に基づいて実施しているか』を確認する。 

 

【 留意点 】 

○ 自立支援計画の作成にあたり、子どもや母親本人の意向をどのように反映させるかなど組織とし

ての基本的姿勢の確保に着目します。 

○ 子どもや母親に関する日常生活の記録が、計画作成や見直しにおいて、どのように活用されてい

るのかについても着目します。 

○ 判断能力の十分でない（または日本語が母国語でない）子どもや母親を含め、本人の参画や同意

を得るための工夫が必要とされています。 

○ 子どもや母親一人ひとりの状況に応じた適切な計画内容となるよう、施設内・外の専門職や関係

機関の意見を反映する等、子どもや母親にとっての「最善の利益」を検討し、実現するためのプロ

セスをふんでいるかどうかに関しても確認することが重要です。また、計画作成や見直しに参加す

る職員の構成に配慮することが求められています。 

○ 標準項目１において、児童福祉施設として子どもの最善の利益が第一に優先されるべきであるた

め、標準項目１の文言では、「子どもの最善の利益を第一に」としています。子どもの最善の利益を

鑑み、子どもや母親の意見が無制限に尊重されることのないように、施設で子どもや母親の意見を
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受け容れるか見極めることも必要です。これらを考慮し、子どもや母親一人ひとりによって状況は

様々であるため、「適切に反映」としています。 

○ 計画の内容について、子どもや母親は開示の求めをすることができます。求めがあった場合には、

子どもの最善の利益を第一に、施設の規定等に従って対応していきます。施設の規定等によっては、

開示することがかえって子どもや母親の安全や権利を脅かすときには開示を拒否することも考えら

れます。 

○ 策定した自立支援計画の支援方針とは子どもや母親の状況が変わり、緊急で支援内容を変更する

場合があります。その際は、対応優先で支援しつつも、その後に、計画を変更する仕組みが作られ

ていることが必要です。 

○ 自立支援計画については、パーマネンシーの理念（永続的解決）に基づいて作成を行うことが望

ましい形です。 
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■評価項目６－３－３ 

「子どもや母親に関する記録を適切に作成する体制を確立している」 

 

【 評価項目のねらい 】 

 この項目では、子どもや母親一人ひとりに合ったサービスを提供するうえで、職員が具体的なサー

ビス提供内容や子どもや母親状況の変化等をどのように記録しているか、その体制を評価します。必

要な情報が具体的に記載されるために、組織としてどのように体制を整備し、機能させているのかに

ついて評価します。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１.子どもや母親一人ひとりに

関する必要な情報を記載する

しくみがある 

・子どもや母親一人ひとりとの日常的な関わりによって得た情報や変化等、

『必要な情報を記載するしくみ』が『組織として定められているか』、また

『記録内容の的確性や情報の活用状況』を『検証する手段があるか』を確

認する。 

□２.計画に沿った具体的な支援

内容と、その結果子どもや母親

の状態がどのように推移した

のかについて具体的に記録し

ている 

・『計画に沿った職員の支援状況』や『子どもや母親の変化』などの内容を

『具体的に記録化する方策』を『どのように定め』、『記録しているか』を

確認する。 

 

【 留意点 】 

○ 記録の管理及び活用に関しては、個人情報の取扱いと職員間での共有化を考慮する必要がありま

す。 

○ 評価項目の「適切に」とは、支援に必要な記録が過不足なく作成されているかを指していま

す。次の評価項目６－３－４のとおり、職員間で記録を共有することを念頭に置いて、ばらつ

きが生じないように記載の仕方を統一することや、記録を定期的に整理するなどの工夫が考え

られます。 
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■評価項目６－３－４ 

「子どもや母親の状況等に関する情報を職員間で共有化している」 

 

【 評価項目のねらい 】 

 この項目では、子どもや母親一人ひとりに合ったサービスを提供するうえで必要な子どもや母親に

関する情報が、支援を担当する職員間(必要な場合は関係機関の職員も含む)でどのように共有化が行

われ、活用されているかを評価します。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１ .計画の内容や個人の記録

を、支援を担当する職員すべて

が共有し、活用している 

・『個別の計画や子どもや母親の状況などの情報』を、『サービス提供に関係

する職員が共有』し、その『情報を活用しながらサービス提供を実施できる

しくみを定め』、『実施しているか』を確認する。 

□２.申し送り・引継ぎ等により、

子どもや母親に変化があった

場合の情報を職員間で共有化

している 

・『子どもや母親の状況に変化があった場合の情報』は、『軽微なものを含め

的確に把握できるしくみ、子どもや母親のサービスに関係する職員間で共有

化するしくみ』を『組織として定め』、『実施しているか』を確認する。 

 

【 留意点 】 

○ 子どもや母親に関する情報の共有化が現実にどの程度行われ活用されているか、それを確認する

手段を有しているかなど、機能性にも着目します。 
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サブカテゴリー４．サービスの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 解説 】 

 このサブカテゴリーは、サービスを利用している利用者の特性をどのように考慮してサービスを提

供しているのか、実施しているサービス内容の効果をあげるために、施設としてどのように工夫して

いるかなど、実際に提供しているサービスの内容を評価する項目です。ここでは特に、施設各々の特

徴が現れると考えられますが、どの施設においても、サービス提供の基本は、利用者本位です。 

 母子生活支援施設では、子どもや母親への支援を行う際に、母親を通じて世帯の支援を行うケース

が考えられますが、同伴する子どもも利用者であるという視点をもちつつ評価を進めることが重要で

す。社会的養護が、子どもの最善の利益を目指して行われることを職員が共有して理解し、日々の支

援において実践することが重要です。 

 なお、利用者本位のサービスという視点から考えると、実際にサービスを受ける子どもや母親の意

向や生活習慣等を尊重することが考えられますが、その一方で健康管理・健全育成等の場面において、

子どもや母親の意向と提供するサービスとが相反する場合があることも否めません。そのような場合

においても施設が子どもや母親に対し、どう向き合っていくのかという姿勢が大切であるといえます。 

また設備面（ハード面）の新しさや古さ、設備・備品の整備状況のみに着目するのではなく、たと

え設備が古くても、それを補うために施設としてどのように工夫し、取り組んでいるのかを評価しま

す。 

 

評価項目 

6-4-1  個別の自立支援計画に基づいて、自立のための支援を行っている 

6-4-2  子どもの健全育成のための支援を行っている 

6-4-3  母親の子育てを支援するためのさまざまな取り組みを行っている 

6-4-4  自立に向けた生活支援や就労支援等のさまざまな取り組みを行っている 

6-4-5  子どもや母親が心身の健康を維持するための支援を行っている 

6-4-6  子どもや母親の生活が安心・安定したものとなるよう、主体性を尊重した支援を行っ

ている 

6-4-7  地域との連携のもとに子どもや母親の生活の幅を広げるための取り組みを行っている 
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■評価項目６－４－１ 

「個別の自立支援計画に基づいて、自立のための支援を行っている」 

 

【 評価項目のねらい 】 

この項目では、子どもや母親の個別の事情に応じて作成された自立支援計画に盛り込まれた内容が、

子どもや母親の自立生活を支援する場面でどのように具体化され、実践されているかを評価します。 

子どもや母親一人ひとりの自立に対する意向を尊重し、状況に応じた自立支援が重要となります。

そのため、子どもや母親のニーズを的確に把握し、職員が子どもや母親一人ひとりと信頼関係を構築

したうえで個別の支援を行うことが求められます。 

この項目は、前の「サブカテゴリー３.個別状況に応じた計画策定・記録」が、実際の生活場面で

いかされ、機能しているのかを見る項目であり、その整合性も視野にいれて評価します。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１.個別の自立支援計画に基づいて支

援を行っている 

・子どもや母親一人ひとりに立てられた『自立支援計画の内容を

日常の支援に反映』し、『支援をしているか』、また、『それをどの

ような方法で確認しているか』を確認する。 

□２. 子どもや母親一人ひとりに合った

方法で、職員との信頼関係を構築する

ために受容的・支持的な関わりをして

いる 

・子どもや母親と信頼関係を構築するために、『一人ひとりに応じ

た関わり方を検討』し、『受容的・支持的な』『関わりをしている

か』を確認する。 

□３.必要に応じて、家族間・親族間の関

係調整の支援を行っている 

・家族・親族との関係が課題となっている子どもや母親に対し、『ど

のような支援が必要か検討』し『行っているか』を確認する。 

□４. 退所後の安定した生活基盤の確保

に向け、関係機関や関係職員、専門機

関と連携をとって、退所後の生活を見

越した支援を行っている 

・子どもや母親一人ひとりに応じて『どのような関係機関や関係

職員、専門機関』と、『どのような連携を行い』、『支援しているか』

を確認する。 

・ここでいう「関係機関」「専門機関」には、児童相談所、子ど

も家庭支援センター、学校、保育園、保健・医療機関、不動産業

者、子育て相談支援を行うＮＰＯ法人、心理相談支援を行うＮＰ

Ｏ法人、居住支援を行うＮＰＯ法人等がある。ここでいう「関係

職員」は母子・父子自立支援員を主に指す。 

□５.退所後は計画に基づいて、一人ひと

りに応じた支援を関係機関や関係職員

と連携して行っている 

・アフターケアは子どもや母親の個別の状況に応じて『どのよう

な支援が必要か』を『組織として検討』し、『アフターケアに関す

る計画を作成』し、その計画に基づいて『支援しているか』を確

認する。 

・ここでいう「関係機関」には、児童相談所、子ども家庭支援セ

ンター、学校、保育園、保健・医療機関、子育て相談支援を行う

ＮＰＯ法人、心理相談支援を行うＮＰＯ法人、居住支援を行うＮ

ＰＯ法人等がある。ここでいう「関係職員」は母子・父子自立支

援員を主に指す。 

 

【 留意点 】 

○ 子どもや母親一人ひとりの状況に応じた自立生活を営むために、子どもや母親のこれまでの生活

や人間関係、子どもや母親がそれぞれ抱える個別の課題などを含んだ、子どもや母親の背景を踏ま
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えた支援を行っているか、その具体的な方策と実施状況を確認する必要があります。 

また、支援にあたっては、子どもや母親の自尊心や強みを大切にし、自己肯定感を高めながら、

その人が本来持つ力を引き出す観点が重要となります。そういった観点のもとにどのような支援が

行われているのかに着目します。 

○ 母子生活支援施設の子どもや母親への支援では、母親への支援だけでなく、子どもへの支援も行

われているかという視点が必要です。 

○ 母子生活支援施設には、DV 被害や障害、精神疾患により、特別な配慮が必要な子どもや母親も

入所しています。そうした子どもや母親への支援を行う上では、必要に応じて公的機関や就労先、

保育所や学校等との連携をとることが大切です。 

○ 子どもや母親との信頼関係を構築することは、子どもや母親に対するすべての支援のベースにな

る大切な取り組みです。母子生活支援施設では、職員の受容的・支持的な関わりを通して、子ども

や母親と信頼関係を築き、子どもや母親が自己の意思で課題を解決できるように個々の気持ちに寄

り添った支援を展開することが重要です。子どもや母親の状況に応じて適切な対応ができるよう、

常に子どもや母親の利益を考慮し、真摯に向き合っているかに着目します。 

○ 家族の中に感情の行き違いや意見の相違がある場合は、職員が適切に介入し、調整を行うことも

あります。また、他の親族との関係調整を行う場合もあります。 

○ 退所先の関係機関と連携し、地域から必要な支援を受けられるようにしたり、退所後も施設に訪

れて相談ができることを子どもや母親に伝えたりするなど、子どもや母親が退所後も安定した生活

を送ることができるよう、施設として行っているアフターケアを幅広く確認します。 

○ 退所後の住まいの選択肢として、公的な住宅だけではなく民間の賃貸住宅という選択肢もあるこ

とから、母子世帯や被保護世帯への賃貸借契約を行う不動産業者も退所後の安定した生活基盤の確

保に向けて連携する関係機関として挙げられます。 

○ 母子生活支援施設では、児童福祉法第３８条における定義としても、「（中略）あわせて退所した

者について相談その他の援助を行うことを目的とする施設とする。」とあり、退所後の支援につい

ても施設の役割として規定されています。 

○ 関係職員の母子・父子自立支援員については、福祉事務所に所属し、母子・父子に必要な情報提

供及び自立に向けた支援を行います。 
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■評価項目６－４－２ 

「子どもの健全育成のための支援を行っている」 

 

【 評価項目のねらい 】 

 この項目では、子どもに対する健全育成のための取り組み内容を評価します。 

 一人ひとりの子どもの状況（成長段階、発達段階、個別の課題など）に合わせ、学校等の関係機関

との連携や、心の悩みへの対応など、健全育成を促すための取り組みが行われているかがポイントに

なります。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１.子どもの自主性、協調性を

育てる取り組みを行っている 

・『自主性や協調性を育てるために必要なことを検討』し、『子どもの状況

に応じて支援しているか』を確認する。 

□２.子ども一人ひとりの状況に

応じた学習支援を行っている 

・『子ども一人ひとりの学習習慣や能力に配慮』し、『自立支援計画に基づ

いて支援しているか』を確認する。 

□３.学校等の関係機関との役割

分担を行い、必要に応じて、情

報交換をしている 

・必要に応じ、『子どもの課題を解決するため』に、『関係機関との連携や

情報交換をどのように行っているか』を確認する。 

□４.子どもの心の悩みなどの課

題に対応できるように工夫し

ている 

・『年齢に応じた心の悩み』をどのように『把握』し、『対応しているか』

を確認する。 

□５.子どもの年齢に応じた生活

力を身につけられるよう支援

を行っている 

・子どもが『年齢に応じた生活力』を身につけられるよう、『組織としてど

のように支援しているか』を確認する。 

□６.食習慣の確立や食育に関心

を深めるための支援を行って

いる 

・食事提供は各世帯で行われているため、『どのように各世帯に食習慣の確

立や食育に関心を深めてもらえるような支援を展開しているか』を確認す

る。 

 

【 留意点 】 

○ 子どもの健全育成のための取り組みを確認します。子どもの状況に応じて、自立支援計画に沿っ

た支援を行っているか確認することが必要です。学齢期の子どもの場合、放課後・長期休暇等の過

ごし方についての支援にも留意します。 

○ DV を目撃した子どもを含め、被虐待児等や発達障害を含む様々な障害等の特別な配慮が必要な

子どもに対しては、必要に応じて個別に対応し、子どもの状況に応じた支援を行うことが重要です。 

○ 子どもの自主性、協調性を育むために、施設に入所する子ども同士の交流を促すことも大切です。 

○ 学習支援の場面では、子どもが落ち着いた環境の中で学習に取り組めるような配慮や実際の学習

面の支援、学校との連携などに留意します。進学や就職への支援については、母親と子ども双方の

意向を汲み取り、学校と連携して情報提供を行いながら、具体的な目標を定めることが求められて

います。 

○ 必要に応じて学習ボランティア等の協力を得ているかどうかにも着目します。 

○ 子どもの心の悩みなどの支援の場面では、家族関係に関することや、思春期など年齢に応じた課
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題に対し、どのように対応をしているか、また、必要に応じて学校等関係機関との連携についても

留意します。 

○ 各世帯に食習慣の確立や食育へ関心を深めてもらうための支援については、各世帯の特性に合わ

せて施設から子どもへ、施設から母親へ、施設から子どもと母親へなど、様々なアプローチ方法が

考えられます。 

○ 食に関する取り組みとして、平成１７年６月に、「食育基本法」が公布され、食育に関する支援に

ついてまとめられています。 
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【食育に関する参考資料等】 

○ 食に関する取り組みとして、平成 17年６月に、「食育基本法」が公布され、食育の支援として次

のようにまとめられています。 

 食育の考え方（内閣府 食育推進室資料参考） 

望まれる日常の行為・態様 涵養（例） 是正対象 主な関連施策等

食を通じた
コミュニケ-ション

○食卓を囲む家族の団らん
○食の楽しさの実感
○地域での共食

○精神的豊かさ
○孤食
○個食

○正しいマナー・作法による
   食事
　 食事のマナー
   （姿勢、順序等）
 　配膳、箸　等

○規範遵守意識

○食前食後の挨拶習慣
　　　（「いただきます」
　　　　「ごちそうさま」）

自然の恩恵等へ
の感謝、
環境との調和

○地場産の食材等を利用した
食事の摂取・提供（地産地消）

○環境に配慮した食料の生産
消費（食材の適量の購入等）

○調理の実践、体験

○食べ残し
○安易な食材の
廃棄
○偏食

○消費者と生産者の交流
○食に関する様々な
　　体験活動
　　（教育ファーム等）
○農林水産物の地域
　　内消費の促進

食文化
○郷土料理、行事食によ
る食事

○食文化、伝統
に関する歴史観
等

食料事情ほか
○世界の食料事情や我が
国の食料問題への関心

○食に関する国際
感覚
○食料問題に関す
る意識

食品の安全性
○科学に基づく食品の安
全性に関する理解

○食品の安全性
に関する意識

○食に関する幅広い
   情報提供
○意見交換
（リスクコミュニケーション）

食生活・栄養の
バランス

○食材、調理方法の適切な
   選択による調理
○中食の適切な選択
○外食での適切な選択
○日本型食生活の実践

○栄養のバランス
に関する食の判断
力、選択力

○肥満、
メタボリックシンドローム

○過度の痩身志向

○偏食
○フードファディズム

○健全な食生活に関する
   指針の活用
○栄養成分表示など

食生活リズム

○規則正しい食生活リズム
（毎朝食の摂取、間食・夜食の
抑制）
○口腔衛生

○健全な
　 生活リズム

○朝食の欠食

○食事についての望まし
い習慣を学ぶ機会の提供
（「早寝早起き朝ごはん」
運動の推進）
（8020運動の実践）

○自然の恩恵（動
植物の命を含む）、
生産者等への感謝
の念
○「もったいない」
　 精神
○豊かな味覚

○普及啓発　ほか

共食の場つくり

○料理教室

○食事についての望
ましい習慣を学び機会
の提供

食
に
か
か
る
人
間
形
成

理念 分野

食
に
関
す
る
基
礎
の
習
得

食
に
関
す
る
基
礎
の
理
解

食
に
関
す
る
知
識
と
選
択
力
の
習
得
・
健
全
な
食
生
活
の
実
践

豊

か

な

人

間

形

成

（
知

育

・

徳

育

・

体

育

・

基

礎

）

心
身
の
健
康
の
増
進

食に関する
基本所作
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○ 農林水産省が策定した「第３次食育推進基本計画（平成 28 年度から令和２年度までの５年

間を期間とする）」では、５つの重点課題が掲げられています。 

※第４次食育推進基本計画につきましては、農林水産省のホームページを適宜ご確認下さい。 

 

（１）若い世代を中心とした食育の推進 

若い世代が自分自身で取り組む食育の推進、次世代に伝えつなげる食育の推進を目指します。 

（２）多様な暮らしに対応した食育の推進 

子供や高齢者を含む全ての国民が健全で充実した食生活を実現できる食育の推進を目指し

ます。 

（３）健康寿命の延伸につながる食育の推進 

生活習慣病の発症・重症化予防や健康づくり等、健康寿命の延伸につながる食育の推進を

目指します。 

（４）食の循環や環境を意識した食育の推進 

生産から消費までの食べ物の循環を理解するとともに、食品ロスの削減等、環境へも配慮

した食育の推進を目指します。 

（５）食文化の継承に向けた食育の推進 

郷土料理、伝統食材、食事の作法など、日本の伝統的な食文化への理解を深める食育の推

進を目指します。 
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○ 東京都食育推進計画（平成 28 年度～令和２年度）では以下のとおり、３つの取り組みの方

向に基づいて施策を展開するとしています。 

※次期の東京都食育推進計画につきましては、東京都産業労働局のホームページを適宜ご確認下

さい。 

 

１ 生涯にわたり健全な食生活を実践するための食育の推進 

 ●乳幼児期における食育の推進 

  １ 保護者に対する乳幼児の基礎的な食習慣と食行動に関する基本的な知識の付与 

  ２ 乳幼児の口腔機能の発達支援 

 ●家庭、学校、地域が一体となった取組の推進 

  ３ 食を大切にする心、食に関する自己管理能力の醸成 

  ４ 栄養教諭や食育リーダーを中心とした組織的な食育の推進 

  ５ 家庭、学校、地域の連携により、家庭における食育を支える 

 ●食を通じた健康づくりの推進 

  ６ 生活習慣病の予防や食事づくりを含めた食を通じた健康づくりの支援 

  ７ 家庭における食育の推進 

  ８ 外食や中食等における栄養成分表示等の活用促進 

 ●いきいきと暮らすための健康的な食生活の支援 

  ９ 摂食嚥下機能の支援 

１０ 低栄養を予防する健康的な食生活等の支援 

１１ 人や地域とつながる社会参加の促進 

 

２ 食育体験と地産地消の拡大に向けた環境整備 

 ●食の生産・流通・製造者と消費者との交流支援 

１２ 生産者との交流体験と学校給食への都内産食材の供給促進 

１３ 生産者と消費者との相互交流の促進 

１４ 食の流通拠点における食育の推進 

１５ 食育派遣講師人材登録と紹介 

 ●都内産食材の理解促進と地産地消の拡大 

１６ 東京都産食材が持つ魅力について理解を深め、郷土愛を育む 

１７ 地産地消に係る拠点施設の整備と飲食店における都内産食材の利用促進 

１８ 食品ロス・食品廃棄問題への取組 

 

３ 食育の推進に必要な人材育成と情報発信 

 ●食育の推進で核となる人材育成と支援 

１９ 乳幼児とその保護者を対象とした指導者の育成と活動支援 

２０ 特定給食施設従事者に対する人材育成と支援 

２１ 栄養士など食を通じた健康づくりの各となる人材の育成 

２２ 食品関連事業者の自主管理を推進する人材の育成 

２３ 公立学校における食育推進の各となる人材の育成・支援 

２４ 区市町村や食育関連団体が行う食育活動の支援 

 ●食育を実践するための情報発信 

２５ ホームページ・刊行物による情報提供の推進 

２６ 飲食店での野菜メニュー提供、栄養成分表示等の推進 

２７ 栄養成分表示等の食育表示に関する情報の発信 

２８ 食品の安全に関する情報発信 

２９ 食品の安全に関するリスクコミュニケーションの推進 
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３０ 健康づくりに関する情報の発信 

３１ 東京都食育フェアの開催 

３２ 伝統的な食文化の継承と食のあり方の追及 
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■評価項目６－４－３ 

「母親の子育てを支援するためのさまざまな取り組みを行っている」 

 

【 評価項目のねらい 】 

この項目では、母親の子育て支援のための取り組みを評価します。 

単にメニューを用意するだけではなく、どれだけ母親の意思、意向を把握し、自立支援計画に沿っ

て一貫したサービスの提供がされているかが評価のポイントとなります。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１.子育てに関する不安や悩みを相談できる

ようにしている 

・子育てに関する母親の不安や悩みを『どのように把握』

し、解消できるよう、『相談に応じているか』を確認する。 

□２.母親の養育力や子育て観を向上させるよ

うな支援を行っている 

・子どもへの接し方や子育てに対する考え方などを『どの

ように考え』、『母親の養育力等の向上のための支援を行っ

ているか』を確認する。 

□３.母親同士が交流し、子育て等について情報

交換できる機会を提供している 

・母親同士が自然に交流できるような機会の提供が『計画

的に設けられているか』を確認する 

 

【 留意点 】 

○ 子どもへの支援は、母親と施設との連携のもとに母親の子育てを側面から支援するという姿勢で

行われます。母親の育児不安の解消、母子間の関係調整が必要な場合、母親の状況により適切な育

成ができない場合など、支援を行う個別の事情はさまざまです。 

○ サービス利用前に困難な状況にあった母親は、子育て自体に不安を感じたり、その不安が子ども

への虐待へ繋がったりする場合が考えられます。そのような母親の個々の状況に合わせ、具体的か

つ適切な助言・支援を行うことが大切です。 

○ 例えば、生活経験に乏しかったり、身体の健康に不安を持っていたりなどといった場合は、まず

母親自身の生活を整えるために、健康管理や相談対応、必要に応じての日常生活の介助が必要とな

る場合があります。 

○ 養育力（子育てに対する具体的な対応の仕方等）や子育て観（子育てに対する心構え、考え方等）

が十分でない母親に対しては、相談や講習などを通じ、支援を行っていくことが重要です。 

○ 厚生労働省がとりまとめた「新しい社会的養育ビジョン」では、３歳未満を愛着形成に最も重要

な時期であるとしており、標準項目２については、３歳未満の子どもを持つ親に対して母子の愛着

形成をどのように支援しているかという点にも着目します。
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■評価項目６－４－４ 

「自立に向けた生活支援や就労支援等のさまざまな取り組みを行っている」 

 

【 評価項目のねらい 】 

この項目では、子どもや母親が自立した生活を営めるような生活面や就労面の支援を評価します。 

子どもや母親に自立に必要な生活習慣等が身につくように、母親の意向を踏まえ、安定・継続した

就労が行えるように支援が行われているかが評価のポイントになります。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１.基本的な生活習慣及び生活

知識・技術を身につけられるよ

う支援を行っている 

・子どもや母親の自立に向け、『日常生活に必要な基本的な生活習慣等』が

『身につくよう』『どのような支援が必要かを検討』し、『実施しているか』

を確認する。 

□２.母親の適性、経験、意向等

をふまえて、就労支援を行って

いる 

・母親一人ひとりの『自立に対する意向を把握』し、『それに応じた就労準

備の支援を提供しているか』を確認する。 

□３.安定・継続した就労のため

に、必要に応じて就労先との調

整を行っている  

・安定・継続して就労をするために『母親一人ひとりの状況に応じた必要

な支援を検討』し『行っているか』を確認する。 

□４.母親の状況（体調不良、就

職活動など）に応じた保育サー

ビスを行っている 

・母親の体調不良時または、自立生活のための就職活動など、『母親の状況

をどのように確認』し、『保育サービスを行っているか』を確認する。 

□５.経済的自立のための相談や

支援を行っている 

・経済的な自立のために、『就労だけでなく、金銭管理も含め、総合的に相

談や支援しているか』を確認する。 

 

【 留意点 】 

○ 施設退所後に自立した生活を送るためには、基本的な生活習慣や生活知識（法、社会の仕組みな

ど）・技術（炊事・洗濯・掃除など）などを身につけることが大切です。 

○ 母子生活支援施設では、補完保育として、保育所に通所できない乳幼児の保育や、保育所の保育 

時間外の保育、病後児保育、学童保育など母親や子どものニーズに応じたきめ細かいサービスが求

められています。 

○ 様々な状況の子どもや母親が想定されますが、子どもや母親一人ひとりの状況やニーズを把握し、

地域で自立した生活を送るために適切なサービスが提供されているかが主眼となります。 

○ 就労準備の支援にあたっては、母親の心身の状況や能力・適正・経験・希望に配慮した支援を行

うことが大切です。また、必要に応じて、資格取得や能力開発のための情報提供を行うこともあり

ます。 

○ 就労支援の関係機関としては、公共職業安定所以外にも、パートバンクや母子家庭就業・自立支

援センター等、様々な機関があります。 

○ 就労継続にあたっては、職場環境や人間関係に関する相談受付、助言など、個々に対応した幅広

い支援が求められます。母親の希望や、心身の状況に配慮しながら行っているかに着目します。 
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■評価項目６－４－５ 

「子どもや母親が心身の健康を維持するための支援を行っている」 

 

【 評価項目のねらい 】 

この項目では、母親と子どもが心身の健康を維持するために、施設がどのような支援を行っている

か、また、基本的な生活を健全に営むための意欲を養うような支援がどのように行われているかを評

価します。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１.必要に応じて医療機関等と

連携し、病状、薬の説明や指示

どおりの服薬等の療養支援を

行っている 

・『医療的な支援が必要な子どもや母親』に対し、『子どもや母親の状況に

応じた』服薬管理などの『療養支援を行っているか』を確認する。 

□２.心身のケアが必要な子ども

や母親に対しては、医療機関等

と連携して支援を行っている 

・『医療機関等との連携』により『医療機関等と一人ひとりの子どもや母親

をつなぐしくみ』により『適切に対応しているか』を確認する。 

 

【 留意点 】 

○ 心身のケアが必要な子どもや母親には、医療機関や児童相談所、心理療法担当職員等の専門家と

の連携のしくみがあるか、確認する必要があります。 

○ 特に DV の影響からの回復には、心理的ケアが重要です。医師やカウンセラー等の専門家との連

携状況に着目します。また、DV についての正しい情報と知識を子どもや母親に提供するなどし、

子どもや母親の理解を促し、自己肯定感を回復するための支援を行うことも重要です。職員は、子

どもや母親が DV から脱出することができたことを評価し、安心し安定した生活と幸せな未来につ

いて、職員が一緒に考え支援することを伝えることが大切です。 

○ 必要に応じて、自助グループや外部の支援団体等の紹介を行っている場合もあります。 

○ 被虐待児に対しての心理的ケアについては、医療機関や児童相談所、心理療法担当職員などの専

門家と連携するだけでなく、職員も研修等を通して支援の専門性を高め、子どもの自己肯定感や自

尊心の形成に向けた支援を行うことが求められます。 

○ 病気や怪我等で学校を欠席している子どもがいる場合の支援についても留意します。 
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■評価項目６－４－６ 

「子どもや母親の生活が安心・安定したものとなるよう、主体性を尊重した支援を行っている」 

 

【 評価項目のねらい 】 

この項目では、日常生活上のさまざまな場面で母子の意向や自主性を尊重し、環境面や職員の対応

などにおいて母子にとって望ましいサービスが提供されているか評価します。また、安心・安定した

生活の実現のためには、環境面への配慮も重要となります。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１.生活ルールの設定やスペー

スの提供などは子どもや母親

の意向を尊重して行っている 

・日常の生活において、『子どもや母親の自主性や意向を尊重するための工

夫』や『実際の取り組み』を確認する。 

□２.施設の行事や活動は、子ど

もや母親が参画しやすいよう

に工夫し、計画・実施している 

・行事など日々の生活以外の活動において、『子どもや母親が参画しやすい

ように工夫がされているか』を確認する。 

□３.共有スペースは、子どもや

母親の安全性や快適性に配慮

したものとなっている 

・環境整備等の実施において、『子どもや母親の状況に配慮』し『安全か

つ快適な空間となるように配慮しているか』を確認する。 

 

【 留意点 】 

○ 母子生活支援施設は、利用開始時にあらかじめ利用期間を明示して契約をする施設です。施設で

の生活は、ただ与えられるだけの快適性だけでなく、退所後の自立生活を視野に入れ、自主性を尊

重し主体的に快適な生活を送ることができるようになることも重要な支援のひとつです。 

○ そのための取り組みとして、子どもや母親が自分たちの生活全般について考える活動を、施設と

して推進することが挙げられます。子どもや母親が自己表現力、自律性、責任感を育み、退所後の

自立生活に役立てていけるよう、施設としてどのような取り組みを行っているのかに着目します。 

○ 自主性と快適性は、相反する場合もあります。自主性を伸ばし、快適性を追求するための支援を

行うために工夫していることに着目します。 

○ 行事などの活動は、子どもや母親が施設での生活を楽しめるようなものになっているかどうかに

着目します。また、参加を強制するものではなく、子どもや母親の主体的な参画を促すため、内容

や時間の工夫、実施後の振り返りなどの工夫を確認します。 
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■評価項目６－４－７ 

「地域との連携のもとに子どもや母親の生活の幅を広げるための取り組みを行っている」 

 

【 評価項目のねらい 】 

この項目では、母子生活支援施設が、子どもや母親が地域の一員として生活する機会をどのように

つくり出し、子どもや母親を支援しているかを評価します。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１. 子どもや母親にとって必要

な情報を収集し、活用できるよ

うに提供している 

・『子どもや母親にとって必要な地域の情報を把握』し、『その情報を収集・

蓄積』し、『一人ひとりの子どもや母親に合った状態で提供しているか』

を確認する。 

□２.地域の社会資源を、子どもや

母親が実生活で活用できるよう

に支援を行っている 

『地域で利用できる資源とその役割を把握』し、利用する機会を組織とし

てどのように考え、『支援しているか』を確認する。 

 

【 留意点 】 

○ 子どもや母親の生活の幅を広げるという視点から取り組んでいる地域との交流についてどのよう

な活動を行っているか、その活動の内容や蓄積、成果について着目します。 

○ 母子生活支援施設では、地域のさまざまな社会資源などを利用しながら、世帯ごとに自立した生

活をしています。入所前には地域との関わりが希薄だった子どもや母親に対し、地域にはどのよう

な利用できる資源があるのか情報提供し、それらを活用できるようにすることも大切な支援のひと

つです。 

○ 情報提供には、全ての子どもや母親に同時に周知するものと、個別の子どもや母親に対し自立支

援計画に沿って提供するものがあります。地域で自立した生活をするということに対する施設の考

え方を確認することも重要です。 

○ 地域社会の一部には、福祉施設等に対する無理解や無関心、偏見等が存在する場合もあるため、

地域交流のための特別な活動以外にも、日常生活の中で近隣との友好的な関係を築くための工夫に

も着目します。 

○ 事業所が自ら有している機能や福祉の専門性を活かしながら、地域に貢献する取り組みを行って

いるかについては、組織マネジメント項目のカテゴリー３で評価します。 
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評価項目 

6-5-1 子どもや母親のプライバシー保護を徹底している 

6-5-2 サービスの実施にあたり、子どもや母親の権利を守り、個人の意思を尊重している 

サブカテゴリー５．プライバシーの保護等個人の尊厳の尊重 

 

 

 

 

 

【 解説 】 

このサブカテゴリーは、福祉サービスを提供するうえで基本となる、利用者のプライバシーの保護、

虐待防止等も含めた個人の意思の尊重に焦点をあて、個人の尊厳が尊重されているかについて評価し

ます。 

福祉サービスの利用者は、社会的に支援を必要とする人々です。しかし、どのような状況にある人

でも、その人らしい尊厳に満ちた生活を送ることができるように、事業者には、利用者の状況に配慮

した質の高いサービス提供が求められています。 
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■評価項目６－５－１ 

「子どもや母親のプライバシー保護を徹底している」 

 

【 評価項目のねらい 】 

この項目では、サービス提供等を通じて触れる、子どもや母親のプライバシーの保護についてどの

ような取り決めがあるのか、また子どもや母親のプライバシーを母子生活支援施設として組織的に遵

守しているか等を評価します。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１. 子どもや母親に関する情

報（事項）を外部とやりとりす

る必要が生じた場合には、子ど

もや母親の同意を得るように

している 

・子どもや母親に関する情報（事項）を外部（他機関等の第三者）とやり

とりする必要が生じた場合、『やりとりに関する基本ルールに則って実施し

ているか』。『子どもや母親一人ひとりの状態に応じ』『その必要性とやりと

りに関する十分な説明を実施』し、『同意を得るようにしているか』を確認

する。 

□２.個人の所有物や郵便物の扱

い、居室への職員の出入り等、

日常の支援の中で、子どもや母

親のプライバシーに配慮した

支援を行っている 

・子どもや母親の日常生活の支援の際に触れる機会の多い『子どもや母親

のプライバシー』を『どのように考え』『保護しているか』。『子どもや母親

のプライバシーに関する基本的考え方』と『どのような配慮をして』『支援

をしているか』を確認する。 

□３. 子どもや母親の羞恥心に

配慮した支援を行っている 

・子どもや母親の日常生活の支援の際に、一人ひとりの子どもや母親が持

っている『羞恥心』に対し、『どのような配慮をして』『支援をしているか』

を確認する。 

 

【 留意点 】 

○ 福祉サービスの提供は極めて個別性が高いものであり、サービス提供にあたっては個人のさまざ

まな情報を収集し、これをもとにきめ細かい支援方策を立案する必要があります。それ故に、施設

には子どもや母親の個人情報の管理や適正な運用が必須であり、適切な支援を行うための外部への

照会や他機関との連携の際も、子どもや母親本人の納得と同意を基本とすることが求められていま

す。 

○ サービス提供の過程でプライバシー保護の重要性をどのように認識し、業務を通じて関わる個人

のプライバシー保護を徹底するしくみを、組織としてどのように作り上げているかに着目します。 
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■評価項目６－５－２ 

「サービスの実施にあたり、子どもや母親の権利を守り、個人の意思を尊重している」 

 

【 評価項目のねらい 】 

この項目では、サービス提供の際に子どもや母親の権利を尊重し、一人ひとりの意向や生活歴、価

値観等を考慮して、その人らしい生活を営めるような支援に努めているかどうかを評価します。 

 

【 標準項目の確 認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１.意見を表明しやすい環境をつくる

など、子どもや母親（保護者として）

の権利が守られるように取り組んで

いる 

・子どもの「意見表明権」や、母親が保護者として意思を表明する

権利が守られるよう、施設として、どのような取り組みを実践して

いるかについて確認する。 

□2．居室内での虐待等不測の事態が起

きないよう見守る体制を整えている 

・母子の『プライベートな空間で発生する不測の事態』を『未然に

防ぐための体制を整えているか』を確認する。 

□3. 子どもや母親一人ひとりの価値観

や生活習慣に配慮した支援を行って

いる 

・『子どもや母親のこれまでの生活の中で培われた個人の思想・信

条や長年の生活習慣等を理解』し、そのうえで『子どもや母親の言

動をどのように受けとめ、支援しているか』を確認する。 

 

【 留意点 】 

○ 福祉サービスの支援においては、利用者の権利を侵害しないことはもとより、積極的に個人の尊

厳を尊重する関わり方が求められています。 

○ 人権に配慮した支援を行うためには、職員一人ひとりの倫理観、人間性並びに職員としての職務

及び理解と自覚を持つことが重要です。また、子どもや母親と信頼関係を形成していく中では、常

に自己研鑽に努め、喜びや意欲をもって支援に当たっているかに着目します。 

○ 母子生活支援施設では、両親間の暴力を見せられる環境に置かれていた、という形の虐待を受け

ていた子どもが多く見られます。虐待の背景には、育児ストレスや当事者の認識不足などが存在す

ることが指摘されており、虐待予防のためには、家庭における子育て支援、施設の従事者に対する

啓発や研修、ストレス・マネジメント等が求められています。こうした虐待予防の取り組みは、施

設における母子のプライベートな空間で発生する不測の事態を防ぐことにも繋がるため、重要な取

り組みです。 

○ 子どもが自分自身を守るための知識、具体的方法について学習する機会を設けることも重要です。 

○ 子どもの権利条約では、子どもの思想、良心、宗教の自由を保障しており、心の自由は個人の尊

厳と基本的人権の尊重という理念の確立という視点から最も大切にされなければいけません。 

○ 母親と子どもの思想・信教の自由についても、最大限に配慮して保障していくことが大切です。

施設において宗教的活動を強要していないか、また、母親等の思想・信教によって、その子どもの

権利が損なわれないよう配慮しているかに着目します。
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評価項目 

6-6-1 手引書等を整備し、事業所業務の標準化を図るための取り組みをしている 

6-6-2  サービスの向上をめざして、事業所の標準的な業務水準を見直す取り組みをしている 

サブカテゴリー６．事業所業務の標準化 

 

 

 

 

【 解説 】 

 このサブカテゴリーでは、業務を推進するうえで、職員による対応のバラつきを平準化するなど、

事業所として常に一定レベルのサービス水準を確保するために実施している取り組みを評価する項目

です。 

 「一定レベルのサービス水準の確保」は、一律画一的なサービスを提供することをめざすものでは

ありません。対人援助を基本とする福祉サービスには、定型化になじみ難い業務も多くありますが、

サービスの基本となる事項や手順を明確にし、一定の基準に基づいてサービスを提供することにより、

安定した質の高いサービスをめざすことが可能になります。基本事項が標準化されない中での個別対

応は、バラつきや安定性を欠くことに繋がりかねません。 

 なお、事業所の実態を考えると、職員が１人しか配置されていない業務等もありますが、この場合

でも職員の異動等を考慮し、業務の基本事項の確認や、研修等を通じて、継続的・安定的な支援体制

の確立をどのように進めているのかを評価します。 
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■評価項目６－６－１ 

「手引書等を整備し、事業所業務の標準化を図るための取り組みをしている」 

 

【 評価項目のねらい 】 

 この項目では、職員が提供するサービス内容の一定水準を確保するため、業務内容の基準等を明文

化する手段としての手引書等に関する評価をします。 

「手引書」や「マニュアル」に対しては、「個別対応を求められる福祉サービスには不要なもの」「画

一的なマニュアルではサービスの標準化はできない」との見解も一部には見受けられますが、この項

目では、「手引書」や「マニュアル」という一つの手段を活用し、どのようにサービス水準を明確にし、

業務の標準化・普遍化に取り組んでいるかということに重点をおいて評価することが重要です。 

ここでの標準化は、いわゆる対人援助の手順のみをさすものではなく、事業所が提供するサービス

を構成するあらゆる要素を含みます。従って、安全管理、プライバシー保護、緊急時の連絡体制、夜

勤時のチェックポイントなどを含めた業務全体の標準化について評価します。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】 

標準項目 確認ポイント 

□１.手引書(基準書、手順書、マニュ

アル)等で、事業所が提供している

サービスの基本事項や手順等を明

確にしている 

・職員が、当該施設における『日常業務を行う際に必要な基本事項、

実施手順、留意点等』を『組織として定め』、『文書や図表等により明

確に示しているか』を確認する。 

□２.提供しているサービスが定めら

れた基本事項や手順等に沿ってい

るかどうか定期的に点検・見直しを

している 

・『手引書等に定めた基本事項や実施手順等』を、『形骸化せずに活用』

し、『実施しているか』。『日常的な業務点検等で状況を把握し、定期的

に見直しを行っているか』を確認する。 

□３.職員は、わからないことが起き

た際や業務点検の手段として、日常

的に手引書等を活用している 

・『手引書等に定めた基本事項や実施手順等』が、『組織内に浸透』し、

実践にいかされるよう、『手引書等を日常的に活用しているか』を確認

する。 

 

【 留意点 】 

○ 「手引書」の形態は多様であり、必ずしも冊子形式をとっていない場合もあります。形式にとら

われず、標準化のために用いられるツールとなっているかを確認する必要があります。 

○ 「申し送りの際に話すポイント」や「ケース記録に記入すべき事項」をまとめたものなども「手

引書」と考えられます。「手引書」は、必ずしも非熟練者の指南書や単純労働の機械的な手順書とは

限らず、「不測の事態に対処するため、日常的に備えておくべき視点」や「よりよいサービスを提供

するために、施設が蓄積した実践の核となるポイントをまとめたもの」と捉えることができます。 

○ 「その場に応じた適応能力を持つ職員を育てるために、極力マニュアル化をしない」など施設の

方針がある場合には、サービスの標準化を図るために、マニュアル化以外にどのような対応策を講

じているのかについて確認する必要があります。 
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■評価項目６－６－２ 

「サービスの向上をめざして、事業所の標準的な業務水準を見直す取り組みをしている」 

 

【 評価項目のねらい 】 

 この項目では、事業所の業務水準を見直すしくみの確立について評価をします。 

求められる水準は、子どもや母親の要請や状態の変化、社会情勢や業界水準の変化等によって適宜

変動するものであり、より適切な状態になるよう継続的に点検をすることが必要です。 

 

【 標準項目の確認ポイント 】  

標準項目 確認ポイント 

□１.提供しているサービスの基本事

項や手順等は改変の時期や見直し

の基準が定められている 

・『組織として定めた実施手順等』は『改変の必要性を考察』したうえ

で、『更新の頻度や見直し基準等』を『明確に定めているか』を確認

する。 

□２.提供しているサービスの基本事

項や手順等の見直しにあたり、職員

や子ども、母親等からの意見や提案

を反映するようにしている 

・定められた『実施手順等を改定する際』に、『職員や子ども、母親等

からの意見や提案を取り入れるしくみ』を『定めているか』。また『ど

のように取り組み』その『結果を反映しているか』を確認する。 

 

【 留意点 】 

○ 手引書等の改訂にどの程度職員や子どもや母親等の意見が取り入れられているのかなど、見直し

のプロセスも確認する必要があります。 

○ サービスの基本事項や手順等の見直しにあたっては、支援実践や支援の内容に関する職員の共通

理解や意見交換を図り、協働性を高めることも大切です。 

○ 手順書等の改訂時期だけでなく、日頃から職員の気づきや改善提案、子どもや母親の率直な意見

を把握するために工夫していること等も確認し、養育・支援の質の向上につなげているかについて、

確認します。 

 


